
 

 

 
 

 

 

内容 件数 金額

入院給付金 6 186,000

安静見舞金 1 5,000

計 7 191,000

11月の給付状況

給付内容 金　　額

入院見舞金 1日　1,500

入院休業見舞金 1日　1,500

安静加療見舞金 5,000

結婚祝金 20,000

出産祝金 20,000

長寿祝金 50,000

夢
洲
カ
ジ
ノ
誘
致
は
問
題
山
積 

吹
田
市
政
研
の
「
大
阪
夢
洲
カ

ジ
ノ
誘
致
と
く
ら
し
・
地
域
経
済
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
吹
田
市
政
研
の

分
科
会
が
11
月
30
日
に
内
本
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
助
言
者
の
阪
南
大

学
の
桜
田
照
雄
先
生
か
ら
の
講
演

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
桜
田
先
生

は
大
阪
夢
洲
カ
ジ
ノ
が
い
ま
認
可

申
請
中
で
あ
り
国
に
認
可
を
さ
せ

な
い
運
動
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、

申
請
中
の
計
画
の
問
題
点
を
中
心

に
お
話
し
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
建
設
予
定
地
で
あ
る
夢
洲
の

問
題
に
つ
い
て
、
処
分
場
の
廃
止

手
続
き
に
入
る
埋
立
終
了
を
申
請

す
る
と
そ
の
後
早
く
て
も
2
年
間

は
何
も
建
設
で
き
な
い
と
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
処
分
場
の
ま

ま
建
設
す
る
と
い
う
手
法
を
使
い
廃
棄
物
処
分
場
の
ま
ま
そ
の
上
に

万
博
の
施
設
や
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
。
西
側

の
現
在
、
太
陽
光
発
電
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
地
区
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
土
壌
汚
染
と
雨
水
な
ど
で
発
生
す
る
地
下
水
の
汚

染
も
深
刻
な
こ
と
、
軟
弱
地
盤
で
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
の
高
層
建
築
を
行
う

と
圧
密
沈
下
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
行
う
万
博
会
場
の
建

設
工
事
で
は
工
事
車
両
の
出
入
り
が
舞
洲
か
ら
の
夢
洲
大
橋
の
み
で

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
営
業
と
重
な
る
交
通
の
問
題
な
ど
を
列
挙
さ
れ

ま
し
た
。
桜
田
先
生
の
講
演
後
に
は
、
大
阪
カ
ジ
ノ
を
止
め
る
会
と

新
日
本
婦
人
の
会
の
会
員
か
ら
活
動
報
告
や
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
に
反
対
す

る
思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
認
可
さ
れ
た
あ
と
に

知
事
が
選
挙
で
変
わ
っ
て
誘
致
を
取
り
や
め
た
場
合
に
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
質
問
に
、
桜
田
先
生
は
そ
の
場
合
は
カ
ジ
ノ
事
業
者
か
ら

巨
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
答
え
ら
れ
、

国
に
認
可
さ
せ
な
い
働
き
か
け
が
大
事
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
） 

12
月
15
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

 

青
年
部
忘
年
会 

12
月
17
日
（
土
）
19
時
00
分 

居
酒
屋
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

会
費
3
千
円 

（
参
加
申
込
み
は
12
月
13
日
ま
で
） 

 

年
末
調
整
実
務
会 

12
月
22
日
（
木
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

12
月
26
日
（
月
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

1
月
6
日
（
金
）
14
時
00
分
・
19
時
00
分 

民
商
会
館 

1
月
17
日
（
火
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

令
和
4
年
分
の
各
申
告
書
と
徴
収
簿
を
揃
え
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

共
済
だ
よ
り 

11
月
の
給
付
状

況
は
表
の
と
お
り

で
す
。今
月
も
入
院

給
付
金
7
件
の
内

6
件
は
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
11
月
現
在

コ
ロ
ナ
感
染
で
の

自
宅
療
養
に
対
し
て
入
院
給
付
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
は
全
商
連
共

済
だ
け
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
他
の
生
命
保
険
や
共
済
も
給
付
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
件
数
が
多
く
、
金
額
も
嵩
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
給

付
を
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
商
連
共
済
は
会
員
の
助
け
合
い
の

精
神
の
下
、
こ
れ
ま
で
も
阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
時
な
ど

時
々
の
状
況
に
応
じ
て
従
来
の
制
度
以
上
の
給
付
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
今
回
も
一
般
の
保
険
会
社
が
給
付
を
止
め
る
中
で
も

持
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
共
済
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

◎
全
商
連
共
済
の
給
付
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
死

亡
弔
慰
金
や
高
度
障
害
見
舞
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。（
加
入
年
齢
な
ど

に
よ
り
多
少
内
容
は
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。） 

◎
掛
け
金
は
月
千
円
で
す
。 

・
会
員
本
人
と
そ
の
配
偶
者
は
年
齢
や
病
歴
に
関
係
な
く
加
入
で
き

ま
す
。 

・
15
歳
以
上
64
歳
以
下
の
同
居
家
族
と
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。 

  電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金 

 

政
府
は
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
」

を
創
設
し
、
府
下
の
一
部
自
治
体
で
受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯
の
み
が
対
象
で
、

給
付
額
も
１
世
帯
５
万
円
と
不
十
分
な
も
の
で
す
が
、「
自
治
体
の
協

力
金
も
廃
止
さ
れ
、
客
足
も
戻
ら
な
い
」「
仕
事
が
な
い
」
な
ど
売
上

が
激
減
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

 

【
制
度
の
概
要
】 

①
給
付
金
の
支
給
額 

 

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円 

②
給
付
金
の
申
請
又
は
支
給
時
期 

 

確
認
書
の
送
付
時
期
や
申
請
書
受
付
期
間
な
ど
は
市
町
村
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
支
給
対
象
と
申
請
の
有
無 

１
）
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
が
「
世
帯
全
員
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
」
世
帯 

➡

市
町
村
か
ら
「
確
認
書
」
が
送
付
さ
れ
、
内
容
を
確
認
し
て
返
信
。 

２
）
家
計
急
変
世
帯
＝
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
の
１
月
～
１
２
月
ま

で
の
任
意
の
１
カ
月
の
収
入
を
12
倍
し
た
額
）
が
市
町
村
住
民
税
均
等

割
非
課
税
水
準
以
下
の
場
合 

➡

申
請
が
必
要
で
す
！ 

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
住
ま
い
の
市

町
村
に
申
請
書
と
添
付
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


